
昨
年
を
上
回
る
回
答
数

２
５
年
秋
闘
の
要
求
提
出

支
部
分
会
は
８
２
支
部
分
会

（
昨
年
８
４
支
部
分
会
）
と

な
り
、
回
答
指
定
日
に
は
３

７
支
部
分
会
で
前
進
回
答
を

引
き
出
し
て
い
ま
す
（
昨
年

同
時
期
は
３
１
支
部
分
会
）
。

前
進
回
答
引
き
出
し
支
部
分

会
数
で
昨
年
を
上
回
り
奮
闘

し
て
い
ま
す
。
「
職
場
改
善

要
求
」
が
１
５
支
部
分
会
、

事
前
協
議
・
同
意
協
定
が
１

１
支
部
分
会
、
「
安
全
衛
生
」

の
具
体
的
要
求
が
９
支
部
分

会
、
「
情
報
開
示
」
が
７
支

部
分
会
、
「
定
年
・
雇
用
延

長
、
継
続
雇
用
者
の
処
遇
改

善
」
が
６
支
部
分
会
、
な
ど

で
前
進
回
答
を
引
き
出
し
て

い
ま
す
。

熱
中
症
対
策

６
月
に
労
働
安
全
規
則
が

改
定
さ
れ
熱
中
症
対
策
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
関

連
の
回
答
と
し
て
東
京
東
部
・

埼
玉
・
大
東
工
業
支
部
「
熱

中
症
予
防
対
策
と
し
て
断
熱

塗
装
の
実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
の
無
料
配
布
実
行
」
、

東
京
南
部
・
大
田
地
域
支
部
・

高
昭
産
業
「
熱
中
症
対
策
と

し
て
空
調
服
購
入
補
助
、
ガ

リ
ガ
リ
君
・
冷
水
器
な
ど
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
作
っ
て
い
る
」
、

東
京
北
部
・
鈴
木
シ
ャ
ッ
タ
ー

支
部
「
厚
生
室
の
エ
ア
コ
ン

交
換
、
資
材
チ
ー
ム
事
務
所

に
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
エ
ア

コ
ン
の
設
置
、
ウ
オ
ー
タ
ー

サ
ー
パ
ー
設
置
」
、
長
野
・

日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
支
部

「
熱
中
症
指
数
計
を
１
０
ヶ

所
設
置
」
、
２
５
秋
闘
で
強

調
し
た
熱
中
症
対
策
の
要
求

が
前
進
し
て
い
ま
す
。

各
種
休
暇
・
休
日
増

埼
玉
・
日
信
工
業
支
部

「
永
年
勤
続
１
５
・
２
５
・

３
５
年
（
２
日
休
暇
付
与
）
」
、
、

東
京
西
部
・
超
音
波
工
業
支

部
「
弔
事
に
お
け
る
特
別
休

暇
（
慶
弔
休
暇
）
を
分
割
取

得
可
能
（
父
母
、
配
偶
者
の

死
亡
５
日
間
、
子
女
の
死
亡

５
日
間
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
及
び
配
偶
者
の
父
母
の
死

亡
３
日
間
、
死
亡
日
か
ら
３
ヶ

月
以
内
を
限
度
に
１
日
単
位

の
分
割
取
得
を
可
能
）
」
、

東
京
西
部
・
ア
ジ
ア
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
支
部
「
経
営
計

画
の
説
明
、
有
給
休
暇
取
得

状
況
開
示
」
、
東
京
南
部
・

宇
野
沢
組
鉄
工
所
支
部
「
来

年
の
完
全
土
曜
休
み
の
要
求

に
対
し
試
験
的
で
は
あ
る
が

年
間
休
日
２
日
増
」
、
長
野
・

マ
グ
ネ
エ
ー
ス
支
部
「
勤
続

３
ヶ
月
経
過
で
有
給
休
暇
２

日
発
生
」
な
ど
改
善
が
進
み

ま
し
た
。

高
齢
者
処
遇
改
善

東
京
南
部
・
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

支
部
「
再
雇
用
賃
金
を
１
８

５
、
０
０
０
円
か
ら
２
５
５
、

０
０
０
円
へ
増
額
」
、
埼
玉
・

日
信
工
業
支
部
「
再
雇
用
後

の
賞
与
見
直
し
」
、
東
京
北

部
・
東
洋
精
機
製
作
所
支
部

「
７
０
歳
ま
で
の
就
業
機
会

確
保
の
努
力
義
務
に
つ
い
て
、

現
在
、
業
務
委
託
契
約
の
活

用
に
よ
る
制
度
化
を
検
討
」
、

Ｎ
Ｃ
Ｒ
支
部
「
再
雇
用
者
の

災
害
見
舞
金
に
つ
い
て
検
討

を
す
す
め
る
」
、
鈴
木
シ
ャ
ッ

タ
ー
支
部
「
６
５
歳
定
年
延

長
は
組
合
と
協
議
し
て
い
く
」

な
ど
具
体
的
で
は
な
い
も
の

の
前
向
き
な
回
答
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
要
求
項
目

東
京
東
部
・
日
本
ロ
ー
ル

製
造
支
部
「
引
き
続
き
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
と
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
」
、
カ
ネ
テ
ッ
ク
支

部
「
顧
問
弁
護
士
を
講
師
と

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
教
育
の

実
施
」
、
愛
知
・
川
本
製
作

所
支
部
「
東
京
の
最
低
賃
金

を
下
回
る
該
当
者
７
人
に
一

律
１
，
８
９
０
円
の
賃
上
げ
、

駐
車
場
の
暫
定
出
入
り
口
改

善
実
施
（
扉
の
設
置
を
や
め

解
放
、
幅
拡
大
、
段
差
解
消
）
」
、

な
ど
具
体
的
な
前
進
回
答
を

引
き
出
し
て
い
ま
す
。

（
中
央
機
関
紙
よ
り
）

（
記

浅
岡
）
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Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
２
０
２

５
秋
闘
で
３
つ
の
統
一
要
求

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
『
労
働
法

制
の
大
改
悪
に
反
対
し
、
安

心
し
て
働
け
る
職
場
の
実
現

を
求
め
る
統
一
要
求
書
』
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

前
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。

高
市
早
苗
首
相
は
１
０
月

２
１
日
、
上
野
賢
一
郎
厚
生

労
働
相
に
対
し
て
時
間
外
労

働
（
残
業
）
の
上
限
規
制
の

緩
和
を
検
討
す
る
よ
う
指
示

し
ま
し
た
。
内
容
は
「
心
身

の
健
康
維
持
と
従
業
者
の
選

択
を
前
提
に
し
た
労
働
時
間

規
制
の
緩
和
の
検
討
」
と
い

う
も
の
で
す
。

２
０
１
９
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た

働
き
方
改
革
関
連

法
で
時
間
外
労
働
（
残
業
）

の
上
限
規
制
が
法
律
上
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

高
市
早
苗
首
相
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

規
制
を
「
企
業
の
裁
量
」
に

委
ね
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

政
府
は
も
っ
と
「
働
き
た

い
」
人
が
い
る
か
ら
と
い
う

が
、
も
っ
と
働
き
た
い
と
い

う
人
は
全
体
の
６
．
４
％
。

実
際
は
企
業
か
ら
の
人
手
不

足
な
ど
を
理
由
に
し
た
「
働

か
せ
た
い
」
た
め
の
も
の
で

す
。

統
一
要
求
書
の
前
文
で
は

次
の
よ
う
に
述
べ
、
「
労
働

法
制
の
大
改
悪
に
反
対
し
、

職
場
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
要

求
」
な
ど
、
５
項
目
の
要
求

を
提
起
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
長
時
間
労
働
が
、

結
局
は
日
本
の
産
業
を
後
退

さ
せ
て
き
た
こ
と
は
、
「
失

わ
れ
た
３
０
年
」
で
立
証
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
葉

を
捨
て
る
」
（
高
市
首
相
）

で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
求
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
細
谷

記
】

ＪＭＩＴＵ統一要求

労働法制の大改悪に反対し、
安心して働ける職場の実現を

「働かせたい」改革をゆるすな！

早
速

高
市
首
相

働
き
方
改
革
後
退

日
本
経
団
連
は
、
「
労
働
条

件
の
最
低
規
制
は
労
働
者
の

健
康
を
維
持
で
き
る
程
度
に

と
ど
め
、
そ
れ
以
外
は
企
業

の
裁
量
に
委
ね
る
べ
き
」
と

主
張
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
で
も
、
労
働
基
準
法
の

大
改
悪
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
略
）

「
働
き
た
い
改
革
」

で
な
く
「
働
か
せ

た
い
改
革
」

●
原
則
、
時
間
外
労
働
は
「
月

４
５
時
間
・
年
間
３
６
０
時
間

以
内
」
●
臨
時
的
な
特
別
の
事

情
が
あ
る
場
合

「
年
間
残
業

時
間
：
７
２
０
時
間
以
内
、
単

月
の
残
業
時
間
：
１
０
０
時
間

未
満
、
２
〜
６
ヶ
月
平
均
の
残

業
時
間
：
月
８
０
時
間
以
内
、

月
４
５
5
時
間
を
超
え
る
の
は

年
間
６
ヶ
月
ま
で
」

厚
労
省
が
２
４
年
９
～
１
０
月

に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

残
業
が
月
平
均
４
５
時
間
以
下

だ
っ
た
労
働
者
は
全
体
の
９
１
．

７
％
。
「
就
業
時
間
を
増
や
し

た
い
」
人
は
全
体
の
６
．
４
％

に
と
ど
ま
っ
た
。
厚
労
省
の
試

算
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち
約
半

分
は
労
働
時
間
が
週
３
５
時
間

未
満
、
年
収
２
０
０
万
円
未
満

と
な
る
。
こ
の
層
は
「
年
収
の

壁
」
が
「
働
き
た
い
の
に
働
け

な
い
」
理
由
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
み
て
い
る
。
残
業
が
月

８
０
時
間
を
超
え
た
と
し
て
も

今
よ
り
労
働
時
間
を
増
や
し
た

い
と
い
う
労
働
者
は
０
．
１
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

【
毎
日
新
聞

略
】

財
界
・
政
府
の
企
み
は
、

「
労
働
条
件
の
基
準
は
法
律

で
定
め
る
」
と
し
た
憲
法
２

７
条
や
「
す
べ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
と
し
た
憲
法
２
５
条
へ

の
あ
か
ら
さ
ま
な
挑
戦



川
崎
支
部
恒
例
の
川
崎
市

花
火
大
会
の
鑑
賞
＆
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
月
四
日
（
土
）
に
、
川
崎

市
制
記
念
多
摩
川
花
火
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
昨
年
と
同
様

残
念
な
が
ら
今
回
も
雨
で
し
た
。

天
気
予
報
で
は
夕
方
か
ら
は

雨
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、

屋
上
で
花
火
を
見
な
が
ら
ビ
ー

ル
が
飲
め
る
と
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、
午
後
四
時
頃
か
ら
雨

が
降
り
は
じ
め
、
花
火
開
始
時

間
に
も
雨
は
止
む
こ
と
は
な
く

支
部
事
務
所
内
で
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
支
部
事
務
所

近
く
の
跨
線
橋
の
上
に
は
傘
を

さ
し
て
花
火
を
楽
し
ん
で
い
る

人
も
い
ま
し
た
が
、
雨
で
花
火

が
霞
ん
で
い
ま
し
た
。

事
務
所
の
窓
を
開
け
れ
ば

“
ド
ー
ン
‼
ド
ー
ン
‼
”
と
お

腹
に
響
く
花
火
の
音
が
部
屋
の

中
に
も
入
っ
て
き
て
い
て
“
花

火
の
音
”
は
楽
し
め
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
花
火
の
音
も
酒
飲
み

に
集
中
し
聞
こ
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
花
火
は
七
時
迄
で
し
た

が
、
飲
む
方
は
八
時
過
ぎ
に
終

了
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
浅
岡
さ
ん
、
細
谷

静
雄
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
、
小

林
さ
ん
、
地
本
か
ら
片
寄
さ
ん
、

私
の
六
名
で
し
た
。

最
近
花
火
大
会
も
猛
暑
の
為
、

秋
に
開
催
す
る
所
も
出
て
来
て

い
る
そ
う
で
す
。
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

は
や
っ
ぱ
り
夏
で
す
温
暖
化
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な
い
と
。

【
追
記
：
編
集
部
】

写
真
は
、
今
年
の
川
崎
市
制

記
念
多
摩
川
花
火
大
会
で
雨
の

な
か
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
世
田
谷
区
た
ま
が
わ

花
火
大
会
も
同
時
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

（３） 7703号

花
火
鑑
賞
＆
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

今
年
も
雨
で
音
だ
け
楽
し
み
ま
し
た

《
記
：
光
田
道
雄
》

な
ん
ぶ
せ
ん

国
連
「
核
兵
器
の
全
面
的
廃
絶
の
た
め
の
国
際
デ
ー
」

の
９
月
２
６
日
、
ガ
ー
ナ
が
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批

准
（
条
約
を
守
る
法
的
義
務
を
負
う
）
し
、
キ
ル
ギ

ス
が
署
名
し
（
賛
同
を
表
明
）
し
ま
し
た
。
▼
署
名
、

批
准
し
た
国
は
９
９
と
国
連
加
盟
国
１
９
３
ヵ
国
の

過
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
▼
「
国
際
デ
ー
」

に
あ
た
っ
て
国
連
本
部
で
は
首
脳
級
会
合
が
開
か
れ

ま
し
た
。
会
合
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン
核
施
設
空
爆
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ガ
サ
攻
撃
な
ど
、
核
兵
器
を
保
有
す
る
国
が
国
連
憲

章
違
反
の
暴
挙
を
行
う
も
と
で
、
核
兵
器
を
め
ぐ
る

状
況
は
き
わ
め
て
危
険
に
な
っ
て
い
ま
す
。
首
脳
級

会
合
で
は
、
核
兵
器
の
増
強
を
進
め
る
核
保
有
国
へ

の
厳
し
い
批
判
が
各
国
か
ら
相
次
ぎ
ま
し
た
。
▼
国

連
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、

「
（
核
軍
縮
は
）
も
う
先
延
ば
し
に
で
き
な
い
」
と

強
調
し
、
「
勇
気
と
信
念
、
具
体
的
な
行
動
」
を
求

め
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
日
本
被
団
協
の
田
中
聰
司
代
表
理
事
は
、
「
人

類
は
全
滅
の
瀬
戸
際
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
核
保
有

国
に
対
話
と
行
動
を
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
▼
日
本

は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
認
め
る
な
ら
、
い
ざ
と

な
れ
ば
核
攻
撃
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
？
「
核

抑
止
」
は
受
け
入
れ
な
い
は
ず
で
す
。
▼
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
と
し
て
の
日
本
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
し
て
廃
絶
を
強
く
訴
え
る
べ
き
で
す
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

川崎市制記念多摩川花火大会

世田谷区たまがわ花火大会



7703号 （４）

2025 第48回 JAG展
日時：１１月９日～１１月１６日

会場：東京都美術館２階・第４会場

第
４
８
回
Ｊ
Ａ
Ｇ
展
が
１

１
月
９
日
～
１
１
月
１
６
日

ま
で
東
京
都
美
術
館
２
階
・

第
４
展
示
室
で
開
催
さ
れ
ま

す
。初

日
は
１
４
時
か
ら
、
最

終
日
は
１
４
時
３
０
分
ま
で

開
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外

は
９
時
３
０
分
～
１
７
時
３

０
分
ま
で
で
す
。

私
は
数
年
前
に
Ｊ
Ａ
Ｇ
の

会
員
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
集
ま
っ
て
の
制
作
活

動
は
無
い
で
す
が
絵
画
グ
ル
ー

プ
の
「
楽
し
く
・
つ
く
る
・

描
く
会
」
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
作
品
を
作
っ
て
展
示
会

に
出
品
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
前
か
ら
木

版
画
作
品
を
時
間

が
有
る
時
に
作
っ

て
い
て
本
格
的
に

や
り
始
め
た
の
は

６
５
歳
で
退
職
し

て
か
ら
で
す
。

作
品
を
出
品
し
て

い
る
展
示
会
は

◎
「
Ｊ
Ａ
Ｇ
展
」

◎
「
川
崎
市
美
展
」

◎
「
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
展
」
な
ど
で

す
。今

回
の
「
Ｊ
Ａ
Ｇ
展
」
に

は
「
鬼
瓦
」
と
「
大
仁
王
像
」

の
二
点
を
出
品
す
る
予
定
で

す
。「

鬼
瓦
」
の
制
作
工
程
は

下
地
に
銀
色
の
イ
ン
ク
を
乗

せ
イ
ン
ク
が
渇
い
た
後
に
黒

イ
ン
ク
で
作
品
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

見
る
時
に
少
し
斜
め
か
ら

作
品
を
見
る
と
、
銀
色
に
見

え
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
大
仁
王
像
」

で
す
。
作
品
は
前
に
作
っ
た

物
を
大
き
く
し
て
作
っ
た
も

の
で
す
。

木
版
画
で
の
多
色
刷
り
の

場
合
は
、
良
い
色
を
作
る
の

に
苦
労
を
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
光
の
場
合
は
赤

色
、
緑
色
、
青
色
を
一
つ
に

す
る
と
白
に
な
り
ま
す
が
、

絵
具
の
場
合
は
混
ぜ
合
わ
せ

る
と
黒
に
近
い
色
に
な
り
ま

す
。
色
作
り
は
３
～
５
色
が

限
度
の
様
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
以
上
だ
と
黒
が
か
っ
た
色

で
と
て
も
作
品
と
し
て
は
使

い
づ
ら
い
で
す
。

〈
記

小
林
〉

Ｊ
Ａ
Ｇ
展
と
は
、

毎
年
秋
に
東
京
都
美

術
館
で
展
覧
会
を
開
催

し
て
い
る
美
術
公
募
団

体
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｇ
は
国
際
的
視
野

に
経
っ
て
、
派
閥
・
人

脈
・
年
齢
・
画
歴
な
ど

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
由

な
発
想
を
重
視
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

作
家
の
交
流
す
る
場
と

し
て
１
９
７
７
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
分
野
は
洋
画
・
水

墨
画
・
版
画
・
彫
刻
・

染
織
・
モ
ザ
イ
ク
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。



今
年
は
戦
後
８
０
年
で
す
。

戦
争
被
害
の
実
態
や
戦
争
関

連
の
資
料
を
展
示
し
て
い
る

施
設
を
尋
ね
よ
う
と
思
い

「
東
京
大
空
襲
・.

戦
災
資
料

セ
ン
タ
ー
」
、
「
し
ょ
う
け

い
館
・
戦
傷
病
者
史
料
館
」
、

埼
玉
県

東
松
山
市
に
あ
る

「
原
爆
の
図
・
丸
木
美
術
館
」

や
東
京
都
写
真
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
被
爆
８
０
年
企

画
展
・
ヒ
ロ
シ
マ
１
９
４
５
」

な
ど
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

戦
争
や

原
爆
の
悲
惨
な
実

態
、
傷
痍
軍
人
や
そ
の
家
族

の
苦
し
み
を
写
真
や
冊
子
、

丁
寧
で
客
観
的
事
実
に
基
づ

い
た
記
録
と
説
明
に
心
を
痛

め
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を

噛
み
し
め
て
き
ま
し
た
。

戦
争
と
性
暴
力
の
悲
惨
な

事
実
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
黒
川
の
女
た

ち
」
（
誹
謗
や
中
傷
と
差
別
、

偏
見
に
抗
し
て
、
『
な
か
っ

た
こ
と
に
は
で
き
な
い
』
と

記
録
に
残
し
た
勇
気
あ
る
女

性
た
ち
）
、
こ
の
２
年
間
の

パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

取
材

記
「
壁
の
外
側
と
内
側
」

(

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
で
の
イ
ス

ラ
エ
ル
の
国
際
法
違
反
の
横

暴)

も
映
画
館
で
観
て
来
ま
し

た
。
戦
争
は
戦
闘
員
だ
け
で

な
く
女
性
や
子
供
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
々
に
後
遺
症
も

含
め
て
堪
難
い
苦
難
を
も
た

ら
す
こ
と
を
改
め
て
心
に
深

く
刻
み
つ
け
て
き
ま
し
た
。

戦
争
放
棄
を
宣
言
す
る
平

和
憲
法
を
持
ち
唯
一
戦
争
被

爆
国
で
あ
る
日
本
人
と
し
て
、

ま
た
私
た
ち
戦
争
を
実
際
に

体
験
し
て
い
な
い
世
代
は
、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
や
長

崎
原
爆
資
料
館
、
ひ
め
ゆ
り

平
和
祈
念
資
料
館
な
ど
の
施

設
に
、
一
度
は
必
ず
訪
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

加
害
の
歴
史
と
事

実
に
も
目
を
向
け

よ
う

２
０
１
９
年
に
私
は
元
三

和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

の
福
本
さ
ん
と
２
人
で
南
京

大
虐
殺
の
犠
牲
者
を
追
悼
す

る
「
侵
華
日
軍
南
京
大
屠
殺

遇
難
同
胞
紀
念
館
」
、
日
本

軍
が
細
菌
兵
器
の
使
用
や
人

体
実
験
を
行
っ
た
「
侵
華
日

軍
第
７
３
１
部
隊
罪
証
陳
列

館
」
、
日
本
軍
の
謀
略

《
自

作
自
演
》
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
満
州
事
変

及
び
そ
の

後
の
侵
略
と
抗
日
戦
争
、
歴

史
的
背
景
な
ど
を
中
国
側
か

ら
詳
細
に
記
録
し
た
「
瀋
陽

９
・
１
８

歴
史
博
物
館
」
な

ど
の
戦
争
関
連
施
設
を
尋
ね

て
き
ま
し
た
。

「･
･
･

植
民
地
支
配
と
侵
略
に

よ
っ
て
、
多
く
の
国
々
、
と

り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々

に
対
し
て

多
大
の
損
害
と
苦

痛
を
与
え･

･
･

、
痛
切
な
反
省

の
意
を
表
し
、
心
か
ら
の
お

詫
び
の
気
持
ち
を
表
明･

･
･

」

（
村
山
談
話
）

『
近
隣
諸
国
に
と
っ
て

「
日
本
が
再
び

軍
事
大
国
に

な
ら
な
い
こ
と
」
が
最
大
の

不
安
解
消
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
』
（
２
０
１

８
年
９
２
歳
で
マ
レ
ー
シ
ア

首
相
に
返
り
咲
い
た
マ
ハ
テ
ィ

ル
氏
の
言
葉
）

登
戸
研
究
所
に
行
っ

て
み
よ
う

日
本
陸
軍
の
「
秘
密
戦
」

を
担
う

兵
器
・
資
材
（
風
船

爆
弾
・
化
学
兵
器
・
偽
札
製

造
・
毒
物
な
ど
）
を
研
究
・

開
発
・
製
造
し
て
い
た
登
戸

研
究
所
（
第
九
陸
軍
技
術
研

究
所
）
は
、
戦
争
の
本
質
や

醜
さ
、
加
害
の
一
端
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
身

近
な
施
設
で
す
。
こ
の

登
戸

研
究
所
と
７
３
１
部
隊
は
研

究
と
人
体
実
験
、
毒
物
開
発

と
い
っ
た
連
携
が
あ
っ
た
こ

と
が

複
数
の
資
料
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
行
っ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
人
は
支
部

組
合
事
務
所
か
ら
も
近
い
の

で
ぜ
ひ
見
学
に
行
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

「

明
治
大
学

平
和
教
育

登
戸
研
究
所
資
料
館
」

※
小
田
急

生
田
駅
南
口
か
ら

徒
歩
１
５
分

※
向
ヶ
丘
遊
園

北
口
か
ら
小

田
急
バ
ス
で
「
明
大
正
門

前
」
行
き
終
点
で
下
車

※
開
館
日
は
水
〜
土
の

１
０
〜
１
６
時

入
館
料
は
無
料
）

※
休
館
日
は
日
〜
火

（
年
末
年
始
の
ほ
か

試
験
日

は

休
館
）

（5） ７７０３号

戦
争
の
関
連
施
設

を
尋
ね
て

【

合
同
分
会

石
田

】

映画「黒川の女たち」より



難易度★☆☆☆☆【初級】
1 9 3

4 6 8 A
3 7 8 9

6 B 9 8 2 7

9 8 7 2 1
2 5 7 3 6 4

1 9 2 4 7 3

D 5 3 C 2 8
3 2 1 5 9

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイス！ (７７０３号)

今後の日程
１０月２５日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～

２７日（月）ワーカーズネット運営委員会 １８：３０～

２９日（水）ＪＭＩＴＵ中央行動 金属反合＆国会請願 IBM １２：３０スタート

３１日（金）最低賃金改定宣伝（川﨑労連）川崎駅東口（アゼリア入口）１８：３０～

１１月 １日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

３日（月祭日）１１・３憲法アクション（国会議事堂正門前）１４：００～１５：００

５日（水）７７期第４回書記局会議 （支部事務所）１３：００～

８日（土）支部未組織宣伝（登戸駅）１０：００～

労働相談 （支部事務所） １３：００～

１２日（水）支部報編集会議 １６：３０～

支部未組織宣伝（久地駅）１７：３０～

７７期第６回執行委員会 １９：００～

１３日（木）川﨑労連評議員会（川崎市総合自治会館）１８：３０～

１５日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

２１日（金）ワーカ―ズネット街頭労働相談 （溝の口駅）１９：００～

２２日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

２６日（水）７７期第７回執行委員会（支部事務所）１９：００～

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答えてくだ

さい。応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ等で次回支部報

発行日までに、お名前・住所と職場名をそえてご連絡

下さい。どなたでも応募できます。

正解者の中から抽選で5名の方に５００円相当の図

書カード・クオカードかビール券を差し上げます。

【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９の正方形の枠

内に１～９までの数字を入れるペンシルパズルの一

つです。

応募方法

ＡＢＣＤ

【野球ファンでなくてもビックリ・すばらしいと大谷歓迎】と話題

ドジャース。二刀流の大谷翔平(31才)

同カードで１試合ホームラン３発、先発投手として７回途中無失点１０

奪三振と大暴れ。多くのメディアから「ポストシーズン過去最高の

パフォーマンス」 とたたえられている。 ≪記：矢部≫


